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６
月
25
日
（
火
）、
26
日
（
水
）
の
本
会
議
で
、
事
前
通
告
し
た
13

人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら
は

４
人
が
以
下
の
項
目
で
質
問
に
た
ち
ま
す
。 

 

野
口
ひ
ろ
し
議
員
（
２
番
目
） 

 

１
．
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い
て 

 

２
．

 

①
小
規
模
修
繕
工
事
希
望
者
登
録
制
度
の
拡
充
に
つ
い
て 

②
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
や
群
馬
県
高
崎
市
で
実
施
さ
れ
て
い

る
「
ま
ち
な
か
商
店
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
助
成
事
業
補
助
金
制
度
」
に
つ

い
て 

 

３
．
吹
田
操
車
場
跡
地
ま
ち
づ
く
り
の
今
後
と
阪
急
連
続
立
体
交
差
事  

     

業
に
つ
い
て 

安
藤
か
お
る
議
員
（
３
番
目
） 

 

１
．
中
学
校
給
食
実
施
に
向
け
た
取
り
組 

 
 

み
に
つ
い
て 

 

２
．
就
学
援
助
金
制
度
の
充
実
に
つ
い
て 

 

３
．
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て 

山
崎
ま
さ
か
ず
議
員
（
７
番
目
） 

 

１
．
安
威
川
歩
道
橋
の
バ
リ
カ
ー
撤
去
の 

 
 

要
望
な
ど
舗
道
上
の
障
害
物
に
つ
い
て 

 

２
．
市
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
の
滞
納
の
差
し
押
さ
え
に
つ
い
て 

 

３
．
味
舌
、
三
宅
両
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
工
事
に
か
か
る
閉
館 

    

と
体
育
振
興
策
に
つ
い
て 

ひ
ろ
豊
議
員
（
11
番
目
） 

 

１
．
北
摂
で
一
番
高
い
上
下
水
道
料
金
に
つ
い
て 

 

２
．
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
、
就
労
支
援
策 

 
 

に
つ
い
て 

 

３
．
第
１
投
票
所
に
な
っ
て
い
る
千
里
丘 

    

小
学
校
体
育
館
の
改
善
に
つ
い
て 

 

４
．
南
千
里
丘
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設 

    

に
よ
る
ビ
ル
風
の
影
響
に
つ
い
て 

	 

市
議
会
が
法
律
に
基
づ
い
て
国
会
や
政
府
な
ど
対
し
て
提
出

す
る
意
見
書

ま
た

市
議
会
と
し
て
の
意
思
表
明
で
あ
る
決
議

に
つ
い
て

21
日

金

の
議
会
運
営
委
員
会
協
議
会
で
協
議
し

ま
す

意
見
書
・
決
議
に
は
市
議
会
議
員
が
提
案
す
る
も
の
と
市

民
や
団
体
の
陳
情
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま
す

	 

日
本
共
産
党
が
提
出
し
た
意
見
書
案

決
議
案	 

１

橋
下
徹
大
阪
市
長
に

慰
安
婦
は
必
要
だ

た

と
す
る
発
言
の
撤
回
を

求
め
る
決
議
案	 

２

消
費
税
増
税
の
実
施
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
案	 

３

即
時
原
発
ゼ
ロ

を
求
め
る
意
見
書
案	 

４

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
反
対
を
求
め
る
意
見
書
案	 

５

松
井
大
阪
府
知
事
の
オ
ス
プ
レ
イ
訓
練
受
入
れ
表
明
の
撤
回
を
求
め
る

意
見
書
案	 

陳
情
等	 

１
．
消
費
税
第
増
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
陳
情
書

消
費
税
を
な
く

す
大
阪
の
会
よ
り

	 

２
．

オ
ス
プ
レ
イ
の
低
空
飛
行
訓
練
中
止
と
配
備
撤
回
を
求
め
る
議
会
意
見

書

採
択
を
求
め
る
要
請
書

安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹
大
阪
実
行
委
員

会
よ
り

	 

３
．

原
発
事
故
子
ど
も
・
被
災
者
支
援
保

の
早
期
具
体
化
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
関
す
る
申
し
入
れ

大
阪
弁
護
士
会
よ
り
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議�定数削減条例偉℃2211名を￥  
日本共産党以外のオール与党が提出	 

議員削減が市民の利益？	 市民の不満をそらすため？	 

	 当初 30 名であった摂津市議会の議員定数は、1997 年の選挙から

毎回削減し現在 22 名です。さらに１名減らし 21 名にしようとい

う提案です。議員一人あたりの年間経費約 930 万円の削減になる

というのですが．．．．．．．．．	 

議会の役割は	 

市民と市政のつなぎ役、市政のチェック役	 

市議会には、市民生活の多様化と格差の拡大、進行する地方分権

などに対応し、今まで以上に多様な市民の声を代弁し市政に生か

すこと、市民の立場でチェックすることが求められます。	 

必要なことは議員個人の能力アップと、議会機能の強化！	 

	 １名削減で 4 年間の代表・一般質問を 145 分（4 年間）も削るこ

とになります。また、実質 3〜4 名での常任委員会審議をさらに少

数に委ねていくことになります。議会自らが、議会機能を弱める

方向へ進むことは、議会の責任、ひいては市民の利益を損ねるも

のだと思います。	 

Ｌ名削減  

第
２
回
定
例
会 


